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の
地
に
本
源
寺
あ
り
し
頃
よ
り
、
一
向
宗
の
道
場
あ
り
し
ゅ
ゑ
、
沓

藩
粗
利
家
卿
入
城
以
来
も
、
此
の
地
に
寺
院
を
ぽ
集
め
置
か
れ
た
り

け
ん
。
貞
享
二
年
の
緒
寺
院
由
来
記
を
考
ふ
る
に
、
卯
辰
妙
願
寺
由

来
書
に
、
天

E
十
三
年
開
祖
日
宗
、
金
津
枯
木
町
に
於

τ建
立
。
則

寺
地
枯
木
町
に
て
千
七
百
五
十
歩
、
利
家
卿
よ
り
奔
領
之
慮
、
大
聖
寺

障
の
翌
年
、
御
城
下
惣
構
堀
御
普
請
に
付
被
=
召
上
一
得
巴
替
地
-
修
理
谷

之
上
に
て
被
v

下
。
と
見
h
、
叉
泉
野
寺
町
本
性
寺
由
来
舎
に
、
於
=
枯

木
町
-
寺
地
拝
領
、
寺
建
立
仕
践
、
御
用
地
被
邑
召
上
一
小
立
野
に
て
替

地
申
請
。
と
あ
り
。
又
同
寺
町
妙
法
寺
由
来
替
に
、
利
家
卿
の
時
、

篠
原
出
mm
之
内
室
被
a
申
上
一
枯
木
町
に
て
寺
地
拝
領
。
共
後
度
々
綿

地
、
元
和
元
年
於
昌
泉
野
-
拝
領
被
=
仰
付
↓
枯
木
町
は
今
尾
張
町
也
。
と

あ
り
て
、
そ
の
か
み
寺
院
多
か
り
し
事
知
ら
る
。
き
れ
ば
三
登
記
に
、

寛
永
十
二
年
五
月
九
日
の
廃
、
犀
川
口
河
原
町
よ
り
出
火
、
竪
町
筋
・

南
町
・
石
浦
町
・
堤
町
・
尾
張
町
・
新
町
・
中
町
・
寺
町
・
暑
が
や
町
よ
り
、

問
弁
口
へ
押
題
し
、
趨
野
川
人
持
衆
下
屋
敷
共
悉
く
焼
失
す
。
此
の

時
町
中
を
惣
檎
の
外
へ
屋
敷
が
へ
被
=
仰
付
一
町
割
調
ひ
、
侍
屋
敷
等

作
事
年
々
に
相
務
み
け
り
と
あ
る
寺
町
は
、
則
ち
枯
木
町
に
て
、
寺

院
の
集
り
居
た
る
故
に
、
そ
の
か
み
寺
町
と
呼
び
た
る
た
る
ぺ
し
。

ニ占ハ

一
一
設
に
、
此
の
寺
町
を
、
今
い
ふ
古
寺
町
の
如
く
い
へ
る
は
非
・
な
り
。

尾
股
町
・
新
町
・
中
町
・
寺
町
と
並
べ
血
中
げ
た
る
に
て
も
知
る
ぺ
し
。

さ
て
此
の
火
災
に
付
き
、
内
惣
櫛
の
内
た
る
町
家
共
を
ぽ
屋
敷
替
を

命
ぜ
ら
れ
、
今
の
如
く
町
制
を
改
め
ら
れ
し
ゅ
ゑ
、
枯
木
町
の
名
は

此
の
時
絶
え
た
る
た
ら
ん
。
然
ら
ぽ
共
の
町
筋
今
と
は
甚
だ
異
た
る

べ
し
。

。

枯

木

橋

金
津
橋
梁
記
に
、
か
り
木
橋
尾
張
町
下
也
。
と
あ
り
。
今
世
人
も
か

り
き
ば
し
と
呼
び
訣
り
た
る
也
。
久
保
市
乙
剣
枇
記
に
云
ふ
。
元
組
・

天
正
の
一
飢
に
、
枇
症
も
衰
類
し
、
境
内
の
林
木
枯
木
と
成
る
。
此

枯
木
共
健
年
を
経
て
立
ち
け
る
故
に
、
此
獲
の
橋
を
ぽ
枯
木
橋
と
呼

ぺ
り
と
。
三
州
志
来
因
概
覧
に
は
、
此
の
橋
正
保
の
頃
ま
で
は
丸
木

を
並
ぺ
、
山
聞
の
渓
川
橋
の
如
く
、
共
の
頃
橋
の
傍
に
枯
木
一
株
あ

り
。
放
に
世
人
枯
木
橋
と
務
す
。
と
い
へ
り
。
亀
尾
記
に
、
枯
木
橋

の
橋
脇
に
あ
り
し
枯
木
は
榎
木
に
て
、
共
木
近
年
迄
残
り
あ
り
し
と

い
へ
り
。
今
按
宇
る
に
.
そ
の
か
み
橋
漣
陀
さ
る
枯
木
あ
り
し
か
ど
、

此
の
橋
名
は
、
穂
町
簿
園
初
の
頃
枯
木
町
の
末
な
る
橋
故
に
、
枯
木
橋

と
呼
ぴ
た
る
た
ら
ん
。
枯
木
町
の
枯
木
は
何
れ
に
あ
り
た
り
け
ん
。

1 

卯
反
妙
賂
寺
に
日
謹
上
人
の
木
像
あ
り
。
昔
枯
木
橋
の
下
よ
り
掘
出

せ
り
。
故
に
枯
木
の
組
師
と
稀
す
と
侮
へ
た
り
。
共
の
掘
出
し
た
る

時
代
は
鮮
か
な
ら
宇
と
。
叉
此
の
橋
を
ぽ
掛
遊
橋
と
も
呼
ぴ
た
り
。

十
二
冊
定
番
に
掛
治
り
橋
間
間
二
尺
。
と
あ
り
。
明
治
慶
務
置
賜
の

後
、
土
橋
と
は
友
し
た
り
。

O
枯
木
橋
門
跡

奮
務
中
は
、
尾
張
町
と
橋
場
町
と
の
境
な
る
升
形
に
惣
構
の
惣
門
あ

り
。
此
の
門
は
波
野
川
口
の
鰍
門
に
て
、
摩
川
口
香
林
坊
橋
の
升
形

門
と
同
じ
。
此
の
門
創
立
の
事
は
記
録
に
所
見
な
し
。
按
や
る
陀
、

慶
長
六
年
惣
構
堀
出
来
の
時
に
創
立
せ
し
も
の
・
な
ら
ん
か
。
元
総
三

年
の
火
災
記
に
、
枯
木
橋
之
門
井
高
札
場
二
ケ
所
・
柵
等
焼
失
と
あ

り
。
高
札
場
は
所
謂
卿
託
の
札
場
に
て
、
枯
木
橋
の
橋
下
南
側
に
あ

り
し
か
ど
、
駿
落
の
際
惣
門
と
共
に
取
除
き
た
り
。

O
穣
多
居
跡

加
府
事
蹟
資
銀
に
一
宮
ふ
。
昔
園
初
の
頃
は
、
松
原
町
の
港
町
端
に
て
‘

穣
多
共
居
住
せ
し
を
、
枯
木
橋
の
漣
へ
追
出
し
‘
愛
に
居
住
せ
し
む
。

枯
木
橋
越
は
小
鳥
網
榔
場
何
十
ヶ
所
の
一
・
グ
所
也
と
云
ふ
設
あ
り
。

然
ら
ぽ
、
利
長
卿
の
後
織
多
共
所
替
す
る
か
。
と
い
へ
り
。
=
一
州
志
来

金
滞
古
蹟
志
巻
廿
九

今
日
~
去
し
め
副
長
阜
角

E
R
E
E伝
F
E
E

因
櫛
覧
に
、
佐
久
間
盛
政
金
棒
在
披
の
頃
は
、
枯
木
橋
は
披
下
の
町

端
友
り
。
故
に
共
の
飴
波
に
て
、
橋
畔
に
後
h

で
ま
で
草
エ
の
徒
住
居

す
と
ぞ
。
上
文
た
る
丁
金
小
路
の
僚
と
併
考
す
ぺ
し
。

O
橋

場

町

金
津
遇
町
筋
町
割
附
に
、
五
拾
五
間
四
尺
橋
場
町
。
と
あ
り
て
、
枯
本

橋
よ
り
海
野
川
橋
爪
ま
で
の
問
教
な
り
。
元
総
九
年
の
本
町
肝
煎
裁

許
附
K
、
尾
張
町
・
橋
場
町
。
と
記
載
す
。
此
の
一
町
今
世
人
懸
作
り

と
呼
ぺ
り
。

。
懸
作
日
傭
話

=
一
州
志
来
因
概
覧
附
録
に
一
式
ふ
。
相
僻
ふ
、
此
の
地
漣
河
原
に
て
、

一
方
の
岸
昨
に
桟
作
し
て
縫
に
商
底
を
開
き
居
き
居
た
り
し
が
、
後

土
地
を
築
立
て
町
地
と
成
し
、
商
家
連
機
せ
し
か
左
、
往
昔
の
遺
穏

を
存
し
て
.
今
に
至
り
懸
作
り
と
呼
ぺ
り
と
。
亀
尾
記
に
は
、
此
の

地
天
正
の
頃
は
街
尾
に
し
て
荒
地
な
り
し
が
、
次
第
に
家
建
し
て
、

今
は
護
を
並
M
J
山
川
智
自
の
地
と
は
成
り
ぬ
れ
ど
、
共
の
は
じ
め
掛
造

り
せ
し
遺
名
を
残
せ
り
と
見
b
、
八
岡
国
平
が
家
識
に
も
此
の
事
を

記
載
す
と
い
へ
り
。
平
次
按
宇
る
に
、
か
け
づ
く
り
と
い
ふ
は
、
今

世
人
隠
し
み
せ
と
呼
ぺ
る
出
底
の
如
く
・
往
来
脇
に
仮
屋
を
設
け
、

二
七




